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復田時の水稲不耕起・無代かき移植栽培における
育苗箱全量施肥
進藤勇人・村上 章・原田久富美・太田 健・小林ひとみ

１．ねらい
水稲不耕起、無代かき移植栽培は、重粘

土水田の田畑輪換利用において畑作物や水
稲を安定生産でき、また、代かきを行わな
いため水田からの水質汚濁物質負荷を低減
できる農法であるが、田畑輪換体系の復田
時に不耕起、無代かき栽培を導入した場合
の水稲の肥培管理については、十分に検討
されていない。そこで、復田時に育苗箱全
量施肥による不耕起及び無代かき移植栽培
を行う場合の適正施肥量を明らかにするこ
とを目的とし、水稲の窒素吸収特性及び収
量を検討した。

２．試験方法
( )耕種概要1

)試験年次： ～ 年1 2000 2003
)試験場所・土壌条件：秋田農試大潟農2

場・細粒質斑鉄型グライ低地土、強粘質
)供試品種：あきたこまち（中苗）3
)栽植密度： 株 ㎡4 21.2 /
)試験区の構成：表１に示す。本試験圃5

場における水稲連作時の育苗箱全量施肥
による慣行施肥量は である。0.5kgN/a
)肥料種：育苗箱全量施肥にはシグモイ6

ド溶出型被覆尿素 日タイプを、全層100
施肥には硫安を用いた。
)移植法： 社不耕起田植機を用いて機7 I

械移植した。
( )土壌可給態窒素量：水稲作付け前の作2
土（深さ ～ )から採土し、湿潤土2 10cm
を湛水保温静置培養法（ ℃、 週間）30 4
により、測定した。かく乱培養はかく乱
条件で、未かく乱培養は、直径 、35mm
高さ のコアを用い採土し、土塊を50mm
崩さずに未かく乱条件で、供試した。
( )由来別窒素吸収量：重窒素標識肥料を3

、 。用い 重窒素トレーサ法により算出した

３．結果及び考察
( )土壌可給態窒素量1
復田 年目の未かく乱培養による可給態1

窒素量は、かく乱培養に比べ低いことか
ら、復田時の無代かき栽培水稲の作土か
らの窒素吸収量は、代かきと比べ少なく
なることが示唆された（図１ 。）

( )無施肥栽培水稲の窒素吸収量2
復田１年目の無施肥無代かき栽培水稲の

窒素吸収量は、代かきに比べ生育期間を
通じて低く推移した。また、復田２年目
以降の不耕起、無代かき栽培では、復田
年数とともに代かき栽培に近づく傾向で
あった（図２ 。）
( )由来別窒素吸収量及び収量3
復田１年目の無施肥無代かき水稲の土壌

由来窒素吸収量は、幼穂形成期、成熟期
いずれのステージにおいても、無施肥の
代かき水稲（復田１年目の代かき栽培の

0.25 0.5kgN/a慣行）に比べ少ないが、 ～
育苗箱全量施肥することで、土壌由来窒
素吸収量の不足分を補い、代かきと同等
以上の窒素吸収量が得られた（図３ 。）
また、 （連作水田の育苗箱全量0.25 kgN/a
施肥による慣行施肥量の半量）施肥する
ことで、倒伏も少なく、代かき栽培と同
等の収量が確保できた（図４ 。）

、 、復田２年目の不耕起 無代かき栽培では
育苗箱全量施肥することで、い0.5 kgN/a

0.5ずれのステージにおいても全層施肥
の代かき栽培と同等以上の窒素吸kgN/a

収量が得られた（図３ 。また、復田２）
0.5年目以降では育苗箱全量施肥により

（慣行の全量）施肥することで、倒kgN/a
伏も少なく、目標収量（ ）が確保57kg/a
できる（図４ 。）

４．ま と め
復田 年目の未かく乱培養による作土の1

可給態窒素量は、かく乱培養に比べ低い
ことから、復田時の不耕起、無代かき栽
培では作土からの窒素供給量が、代かき
栽培と異なると考えられた。
一方、復田１年目の無施肥栽培による無

代かき栽培水稲の窒素吸収量は、代かき
、移植に比べ生育期間を通じて低く推移し

復田２年目以降の不耕起、無代かき栽培
では、復田年数とともに代かき栽培に近
づく傾向であった。
さらに、田畑輪換体系の復田時における

不耕起、無代かき栽培の育苗箱全量施肥
量は、復田１年目のみ水稲連作時の施肥
量の半量、復田２年目以降は全量とする
することで、復田時の代かき移植栽培と
同等の窒素吸収量が得られ、倒伏も少な
く、目標収量を確保できることが、明ら
かとなった。
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図４ 復田時における耕起移植方法と施肥量が収量及び倒伏程度に及ぼす影響
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図１ 復田１年目における土壌のかく乱が土壌可給態窒素量に及ぼす影響
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図２ 復田時における無施肥栽培水稲の窒素吸収量の推移

図３ 復田時における由来別窒素吸収量の推移
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窒素安定同位体比は、ANCA-SL-MSを用いて測定した
横軸の数字は施肥窒素量(kgN/a）、代かきは全層施肥、無代かき、不耕起は育苗箱全量施肥
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表１ 試験区の構成
供試圃場

耕起・移植 施肥法 施肥量 耕起・移植 施肥法 施肥量 耕起・移植 施肥法 施肥量
無代かき 箱 0、0.25、0.5 不耕起 箱 0、0.25、0.5 － － －
代かき 全層 0、0.25 代かき 全層 0、0.25 － － －

無代かき 箱 0、0.25、0.5 無代かき 箱 0、0.25、0.5 － － －
代かき 全層 0、0.25 代かき 全層 0、0.25 － － －

代かき 全層 0、0.5
代かき 箱 0.5

4 無代かき 箱 0、0.25 不耕起 箱 0、0.5 不耕起 箱 0、0.5
5 － － － 無代かき 箱 0、0.5 無代かき 箱 0、0.5

無代かき 箱 0、0.25、0.5 不耕起 箱 0、0.25、0.5 不耕起 箱 0、0.5
代かき 全層 0、0.25 代かき 全層 0、0.5 代かき 全層 0、0.5

注 施肥量：施肥窒素量(kgN/a)、リン酸及びカリは無施用
注 圃場1、2は2000年に、圃場3～6は2001年にそれぞれ復田した
注 圃場1、2は畑期間１年（エダマメまたはキャベツ）、圃場3～6は畑期間２年（スイートコーンまたはエダマメ）
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